
収穫祭２０１１年度トピックス 

 
1. 東日本大震災のため、４・５・６月度の例会を中止 

 
  ３月１１日午後２時４６分に東日本大震災が発生いたしました。 

東北地方の大津波、福島第一原子力発電所の水蒸気爆発など大変な被害が 
発生しました。東京ＥＡＣでは、その後の余震、計画停電などの影響も 
あり４・５・６月度の「設計革新セミナー」の開催を中止にいたしました。 
また、４月２３日に臨時幹事会を開催して、今後の活動について検討いた 
しました。 

 
2. 東京都市大学にて第４２８回 設計革新セミナー 開催 

 
震災後、開催を中止しておりました「設計革新セミナー」を７月度より再開いたしました。 
学術会員の平野重雄様（東京都市大学教授）のご協力で、第 428 回のセミナーを開催しました。 
また、学術会員の平野先生は４月１日付けで、東京都市大学の名誉教授になられました。 

 
       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
3. ９月９日 第三回「東京ＥＡＣと関西ＥＡＣ」合同例会を開催 

 
９月９日（金）第３回東京ＥＡＣ・関西ＥＡＣの合同例会を開催いたしました。今回は、東京ＥＡＣが
主催です。関西ＥＡＣから２７名の参加、東京ＥＡＣから３３名の参加の合計６０名の盛大な合同例会
となりました。関西・東京ＥＡＣの発表と住友スリーエム（株）様のカスタマー・テクニカルセンタ―
見学、その後の懇親会と３年目の交流をさらに深めました。 

 
 
          
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

4. 東京都立産業技術高等専門学校にて第４３０回 例会開催 
 

 １０月１４日（金）東京都立産業技術高等専門学校にて、 
学術会員の朝比奈先生のご協力で、「第４３０回設計革新セミナー」 
を開催いたしました。三隅先生の「工学部系学生へのインダストリアル・
デザイン教育について」のご発表、３名の学生さんのご発表とその後に 
参加された学生さんと会員との座談会を行いました。 
学生さんと会員との意見交換やアドバイスなどができ大変有意義な例会と
なりました。 

 



 
5. 学術会員のご講演 

 
・３月度 「日本企業は生き残れるか」 
                      学術会員 大滝 英征 様 
・７月度 「改定 JISB0001 機械製図の概要と製図教育革新への一提案」 
                      学術会員 平野 重雄 様 

         
6. 会友のご講演 

 
・２月度  「設計管理の基礎（その１）」      顧問  阿部 幸男 様 
・１１月度 「さよなら餘部鉄橋」 

（100 年の敷設工事に学ぶ）        会友  宮内 勇三朗 様 
 

 
 
 
 
 
 
 

7. 研究部会の活動 
 
・２月９日 環境・安全対応設計研究部会、教育研究部会、広報部会の会議開催 
・８月２６日 各研究部会で今後の計画など検討後合同部会を開催 
・１１月９日 環境・安全対応設計研究部会「さよなら餘部鉄橋」宮内会友発表 
・１１月１９日広報部会秋のイベント「ココ・ファーム」収穫祭参加 
・１１月２５日 環境・安全対応設計研究部会中国ＥＡＣにて発表 

「ＲＥＡＣＨ規制について」西山副会長 
「ＲＥＡＣＨ規制支援システム」宮尾幹事 

 
8. 秋のイベント「ココ・ファーム収穫祭」に参加 
 
  １１月１９日（土）・２０日（日）栃木県足利市にあるココ・ファームにて「収穫祭」が開催されました。 
  広報部会では、１９日（土）に、有志にて収穫祭に参加いたしました。 
  当日は、あいにくの雨にもかかわらず、西山副会長とメンバーの方で、早朝よりテントのある場所を確

保をしていただいたため雨にもぬれず大いにワインを飲み、食べ楽しく過ごしました。 
  コマツ様中心の栃木組、東京からの工藤会長ほか１０名、飛び入り参加の方も含め約２５名の大パーテ

ィ―となりました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
9.懇親会の活性化 
 

今年は、東北大震災のため「設計革新セミナー」の開催も４月～６月は、中止となりました。 
７月度から「設計革新セミナー」も再開され、終了後の有志による会費制の懇親会も再開されました。 
新規会員なども加わり、参加者も増えて会員相互のコミュニケーションが更に活発になっています。 
異業種交流の場として、また情報交換の場として更なる活性化を図ってまいります。 


